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新潟県看護協会会員数（11月1日現在）
◎会員総数16,310名
　保健師804名/助産師608名/
　看護師14,350名/准看護師548名
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支　支　部　の　活　動　紹　部　の　活　動　紹　介支　部　の　活　動　紹　介

　村上支部は新潟県の最北端、16施設が加盟する会員数375人の

支部です。村上市周辺は人口減少と少子超高齢化が進んでおり、

地域で暮らす高齢者を支える看護の視点が大切となります。地域

住民が安心して生活できるよう、地域包括ケアシステムの中で求

められる看護の役割を果たしていかなければなりません。

　昨年度の支部活動はCOVID19感染拡大に伴い、支部集会や三職

能合同研修会を紙面開催としました。終息の見通しがつかない現

在、活動のあり方を検討しています。地域住民の皆様はもちろん、

日々、感染者への対応、感染対策に真摯に向き合う保健師・助産師・

看護師の皆様に向けた役立つ研修や地域活動を考えています。

　早く日常を取り戻し、村上地域の美しい四季と伝統行事に触れ

ることができるよう祈ります。

村上支部長　田村恵美子
村上支部

　新発田支部では、６月30日に新型コロナウイルス感染拡大防止を考慮し講演会は行わず、新・旧役員のみ参加の

集会を行いました。また、８月11日には、新役員での初の会議を行い具体的な活動内容を練りました。

　今年度の悩みは、講演会等を中心とする各職能の活動をどのように行うかということですが、その中で、保健師

職能では先陣を切って、７月５日に新発田地域行政保健師連絡協

議会業務研究会と合同でWeb研修を行いました。「コロナ禍で働

く保健師を応援したい！パッと伝わる！公務員のデザイン術 ～

住民に伝わる・響くチラシの作り方～」をテーマにPRDESIGN 

JAPAN株式会社 佐久間智之氏よりご講演いただきました。住民

の目線に立ち、読みやすく伝わりやすい内容とするための工夫な

どをお話しいただき、満足度の高い研修となりました。

　その他の職能でもWeb研修を検討中です。コロナ禍ではあり

ますが、「ピンチはチャンス！」頑張ります。

新発田支部長　萩原　幸子

看護師職能役員で活動内容検討

新発田支部

２

副 会 長 挨 拶
　こんにちは看護職の皆様には未だ

収束を見ない新型コロナへの対応に

様々な職場で尽力されている事に敬

意を表します。本当にお疲れ様です。

「看護の力で健康な社会を」コロナ禍

の今、看護職１人１人の活躍が、社

会が目を向け求める看護へと繋がっ

ています。副会長として通算で５年

目。人々の健康な生活の実現への貢

献、看護職の質の向上、安心して働

き続けられる環境への支援等今まで

の経験を踏まえ皆様と共に目指しま

す。よろしくお願いします。

五十嵐 直子
副会長

　令和３年６月の新潟県看護協会通

常総会で副会長に就任しました渡邊

です。COVID-19の流行は、ワクチ

ン接種の拡大により徐々に新たな局

面に変わっていくことが推察されま

すが、我々の想像をはるかに超える

大きさで、未だコロナ禍の中にあり

ます。日々保健・医療・福祉の現場

で命と向き合っておられる看護職の

皆様に心から敬意と感謝を申し上げ

ますとともに、看護の力で一緒に頑

張りましょう。

渡邊　典子
副会長
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上越支部
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高橋 恒子新潟県看護協会労働環境改善推進委員会　委員長

ワーク･ライフ･バランスの推進･魅力ある職場づくり

の際に、紹介した体制は何年もかかって現在に

至ったこと、業務を洗い出すことから始めてみ

ること、何より大切なのは、職種間で話し合い

を持ち、よい関係を築くことが大切だと助言を

頂きました。

４．研修の感想（アンケート結果：100%回収）
　講義内容は理解できたかの問いに41名中38

名が「そうである」、実務に活かせるかの問いに

は、33名が「そうである」との回答でした。そ

の他に「他施設の看護師と看護補助者の状況が

わかった」「他施設の意見が参考になった」「改

善すべきことが明確になった」等、身近な問題

をグループワークで話せたことも高評価に繋

がったと思います。話を聞いてほしい、聞きた

い気持ちがいっぱいでした。概ね研修のねらい

は達成できたと思います。

５．課題
　病院の機能・背景はみな違いますが、互いに

役割や立場を理解し成果を積み重ねていくこと

が大切です。それは、看護の質向上、スタッフ

の働きがいに繋がるような変革を推進していく

ことだからです。そのためには、関係する職種

間で業務内容を、あるいは悩みを洗い出す、ど

うあれば患者や自分たちにとってよりよい働き

方になるのかを検討する場を作ること、さらに

は、協働することの意味・目的、その結果どう

なるのかという成果を共通認識することなど、

一歩一歩進めていくことだと思います。

「看護補助者の看護業務ワーク･シフト･シェアで上手に協働」
2021年度　新潟県労働環境改善推進委員会研修会

６

　看護業務は、在院日数の短縮や高齢者や認知症

等の増加で煩雑化してきており、看護補助者の配

置は、診療報酬上高く評価されています。

　今回、労働環境改善委員会では、看護師と看護

補助者の働き方に着目し、Webでの研修会を開催

しましたので、以下に紹介させて頂きます。

１．開 催 日：2021年７月13日

２．受講者数：41名（対象：レベルⅡ以上）
　職種は36名が看護師、介護福祉士・看護補助

者４名・その他２名でした。勤務場所は40名が

病院勤務、その他１名。職位は副看護部長１名、

師長11名、副師長22名、スタッフ６名、介護

士他２名でした。参加理由としては、「看護補助

者との協働で問題を解決したい」が13名と最も

多かったです。

３．講義内容
　「看護補助者の看護業務ワーク・シフト・シェ

アで上手に協働」とテーマで、筑波メディカル

センター病院看護部長の田中久美先生からご講

義頂きました。講義、３～４名でグループワーク、

最後に質疑という流れで進めていきました。

　お話によると1991年にアテンダント課とし

て発足後、再編を繰り返し、現在は、介護・医

療支援部として独立され、部門理念のもと活躍

されています。部門スタッフ78名中59名が介

護福祉士の資格を取得されています。介護職と

しての意識が高く、他部門との指示体制や連携

や業務分担の取り決めや勤務管理まで統括して

いるモデル体制を紹介して頂きました。看護リー

ダーと介護リーダーが主体的に連携し業務運営

している状況をイメージしながら、自部署とは

かなり違って、高いレベルに感じました。質疑

研修内容は理解できたか
⼈ 40
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看護チームにおける看護師･准看護師及び
看護補助者の業務のあり方に関するガイド
ライン及び活用ガイド

〈2019年２月　日本看護協会〉



　新潟県の人口構成に占める高齢化率は33.0％

（2020年）、全国の高齢化率を4.3ポイント上回っ

ています。今後、県内の高齢化率はさらに増加し

ていくと考えられます。新潟県は医師とともに看

護師も慢性的に不足しており、医療を支える人材

の確保・育成は重要な課題となっています。この

状況に対応するためには、看護師の数の増加のみ

ならず、高い専門性をもった看護職員が必要不可

欠です。

　そこで、新潟県における高い専門性を有した看

護職員の育成に向け、支援体制の整備及び、関係

機関の役割の明確化、連携促進を図ることを目的

に検討を行いました。2020年3月、新潟県立看護

大学が中心となり、看護管理者・専門看護師・認

定看護師・県内看護系大学を対象に実態調査を行

い、検討会の内容も含め、「専門性の高い看護職員

の育成検討会報告書」として纏められました。

　「専門性の高い看護職員の育成検討会報告書」

　（以後「報告書」）では、 専門性の高い看護職員育成

　【新潟モデル】を提案しています。

　【新潟モデル】とは、専門性の高い看護職員の育

　成に向け

　１．認定看護師教育機関の設置
　２．受講しやすい環境の調整と支援
　３．専門看護師教育課程の充実
　４．資格所得後の専門性向上のための学習支援
及び環境づくりの４つの課題に行政・大学等教

育機関・医療機関・有資格者・職能団体が連

携し、協働して取り組んでいくものです。

　この【新潟モデル】において、新潟県看護協会

の役割は、

◎県内の看護関係者と「専門性の高い看護職員の
育成」に関する基本的な考え方の共有を図る
◎県内の看護師が受講できる環境整備の推進を行う
◎有資格者の資質向上と活動発展のため、活動の
可視化と活用促進の仕組みづくりを行う
◎ナースセンターを活用した代替職員派遣システ
ムの確立と考えております。

　今回の『看護にいがた』では、次ページに認定

看護師の情報交換・ネットワーク活動を紹介します。

　当協会の教育研修等の講師として垣間見る認定

看護師の皆さんの姿勢は、向学心があり、看護に

対する責任感・使命感のなかで、自己の役割を懸

命に果たそうとしています。しかし、反面、所属

施設において、一人で多くの課題をかかえ、判断、

実践していく過程は、孤独であるともいえるでしょう。

　「報告書」の認定看護師の実態調査では、認定看

護師としての活動の推進力となっているもの、と

いう問いに、活動に対する上司の理解と、認定看

護師のネットワークをあげています。現在、県内

でネットワーク活動がある分野は、感染管理、皮膚・

排泄ケア、摂食嚥下障害看護、手術看護の４つの

分野です。実際の活動状況を、ご理解いただき、

これが発端となり、他の分野でもネットワークの

構築や、分野を超えた情報交換、連携のきっかけ

となることを願っています。

　専門性の高い看護職員が、専門性を発揮するこ

とは、地域で生活する人々の健康状態の維持増進、

病状の悪化を予

測した予防的対

策の提供、多職

種との連携によ

る個別的なニー

ズの充足等の実

現へと繋がって

いくと考えます。

五十嵐 伸子新潟県看護協会　常務理事

専門性の高い看護職員の育成事業専門性の高い看護職員の育成事業
有資格者の情報交換・活動推進～ネットワークとその活動～有資格者の情報交換・活動推進～ネットワークとその活動～

専門性の高い看護職員の育成事業
有資格者の情報交換・活動推進～ネットワークとその活動～
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　新潟県では感染管理ネットワーク新潟（Infection 

Control Network Niigata：ICNN）という、感染

管理認定看護師および感染制御実践看護師（以下、

ICN）で構成する会を有しています。2009年に

21名で発足し、2021年現在49名となっています。

本会は地域における会員相互の交流と連携を推進

することを目的に、会員間の情報交換や相談、企

業との共催セミナーの企画・運営、県看護協会と

連携し施設に出向く「出前研修」などの活動を展

開してきました。

　2012年度に新潟医療関連感染制御コンソーシア

ム（Consortium against Health care Associated 

Infection in Niigata：CHAIN））という各施設の

感染対策チーム(以下、ICT)メンバーで構成され

る会が発足し、ICNN

はCHAINの 看 護 師

部会も兼ねました。

CHAINは地域におけ

る耐性菌まん延を防

ぐべく、医療施設の

みでなく、県全体の

感染防止対策の質の

向上、均てん化を理

念に掲げています。

　筆者の私は2016年度よりICNN代表を３年間務

めましたが、以下に近年の取り組みをご紹介しま

す。

１．高齢者介護施設における感染対策の
実際と支援ニーズ調査

　2017年度に、県下の老人保健施設（以下、老健）、

介護老人福祉施設（特別養護老人ホームに同じ。

以下、特養）全数を対象に、自記式質問紙による

調査を実施しました。質問紙は「高齢者介護施設

における感染対策マニュアル（平成25年３月）」（厚

生労働省,2013）の項目を参考に平常時の感染対

策と感染発生時の感染症発生時の対応について構

成しました。

　以降は、調査結果の一部です。両施設とも、感

染対策委員会設置、マニュアル整備、年1回以上

の研修会開催は80-100％でした。現場で行われて

いる感染対策については、排泄関係業務における

手袋装着率はほぼ100％でしたが、ビニールエプ

ロンの装着は、おむつ交換時は老健63.5％・特養

16.3％、尿回収時は老健57.7％・特老16.3％でし

た。オムツカート使用許可は、老健96.1％・特養

47.6％、尿回収時の同一容器の複数間使用許可は、

老健63.5％・特養43.8％でした。

以上から、委員会活動、マニュア

ル整備などの構造面は整備され、

研修会も開催されている一方で、

排泄関連業務における標準予防策

の実施に関する課題が示唆され、

改善のための支援ニーズがあると

推測されました。その他、発熱、

下痢等の症候サーベイランスなど

の平時の体制は整備されています

が、感染症発生時の拡大防止への

支援、HIV・疥癬・結核など受け

入れた経験の少ない感染症の感染

対策に関する情報提供、研修会等

への支援ニーズがあるという示唆

を得ました。

　この結果は、以降に述べる研修会

開催に活用する流れとなりました。

塩入 久美子長岡赤十字病院　感染管理室

CHAIN　ロゴマーク

図１　県内の ICNN会員

ICNN会員　49名
（感染管理認定看護師、感染制御実践看護師）

県横断的！ 感染管理ネットワーク新潟の活動県横断的！ 感染管理ネットワーク新潟の活動県横断的！ 感染管理ネットワーク新潟の活動

『つながる･ひろがる･たかめる～専門性の高い看護～』
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お知らせコーナー
ホームページがより見やすく、 使いやすくなりましたホームページがより見やすく、 使いやすくなりました
必要な情報に素早くアクセス　　最新の情報をいち早く提供必要な情報に素早くアクセス　　最新の情報をいち早く提供

研 修 名

プリセプター研修　Ⅰ
プリセプター研修　Ⅱ

2022 年３月７日（月）
2022 年３月８日（火）

開催日程
下記の日程で研修を行います。

教育研修課より
研修の案内

　新潟県手術看護認定看護師会は、手術患者への

看護の質向上を目指すと共に認定看護師としての

役割を発揮し貢献することを目的に、2012年４月

に発足しました。

　現在、新潟県の手術看護認定看護師は11名で施

設内の活動はもとより、県内での活動も行ってい

ます。

　主な活動内容は２ヶ月ごとの定例会議で、新潟

県内の手術室看護師を対象としたセミナーの企画・

運営を議題として行っています。また情報交換の

場として、各施設で取り組んでいる活動や認定活

動を行っていく上で難渋していることなど、また

新型コロナウイルス感染症患者の手術時の対策や

災害対応など、看護実践で起こっている諸問題に

対して意見交換を行っています。

　手術室看護師対象のセミナーとして2013年よ

り手術室配属１年目の看護師を対象に、縫合器・

吻合器の取り扱い、内視鏡システムの基礎知識、

急変時の対応についてなどをテーマに行いました。

グループワークでは手術室配属になり困っている

ことや体験談など、他施設の看

護師間で共有しました。その他

のセミナーでは、手術室ラダー

レベルⅡ以上を対象に手術室看

護師育成のための教育、急変時

の看護、高齢者の看護など、ニー

ズに対応したテーマを設定し開

催しました。

　その中で2019年に開催した

「手術を受ける高齢者の看護を

学ぼう」では、他分野の認定看

護師と医師との共同セミナーを

開催しました。認知症看護認定

看護師による認知症看護について、麻酔科医師に

よる高齢者の麻酔についての講義を受けることに

より、異なった専門分野の知見が得られ、近年増

加している高齢者の手術看護につなげていくこと

ができました。外部の講師を招いたセミナーでし

たが参加者は専門的な講義や具体的なアドバイス

を聴けたことにより、満足度の高い結果になりま

した。私たちも他分野との協働をとおして看護の

視座を広げる機会となり、今後もネットワーク構

築に向け活動を広げていこうと考えています。

　今後の方針としては、定例会を充実させ、コロナ

ウイルス感染症蔓延によって中止を余儀なくされた

セミナーを実施するた

めにオンライン環境を

調整する準備を進めて

います。そして県内の

手術看護の発展に寄与

するために連携を深め

活動を推進して行きた

いと考えています。

穴沢 角弥新潟県立がんセンター新潟病院　手術看護認定看護師

10
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『つながる･ひろがる･たかめる～専門性の高い看護～』

表）新潟県内の手術室看護師に対してのセミナー開催実績

開  催  年 セ ミ ナ ー 名 参加者数

2013年から2019年

2014年

2016年

2017年

2018年

2019年

「認定看護師と手術看護について語ろう」

「手術看護師育成のための教育」

新潟手術室セミナー「手術体位」

「術中急変時の看護」

「手術を受ける高齢者の看護を学ぼう」

「術中急変、あなたならどう行動しますか？
  急変時の看護を学びましょう」

20～40名

12名

75名

18名

21名

31名



2021年7月～2021年9月 新館図書

編集
後記

「ナースシップ」よりお知らせ

新潟県ナースセンターからのお知らせ

注）会費の納入方法が口座振替の方は、2021年12月20日までに退会届の提出をお願いします。
　  退会届の提出がないと、2022年１月27日に会費が登録口座より引き落しとなります。

日本看護協会から「2022年度 継続のお知らせ」が発送されました！

※2021年度の会員さまは2022年度も自動継続になります。

入会金 10,000円
           （初めて入会する方のみ）

新潟県看護協会費 7,500円
日本看護協会費　 5,000円

看護師等の離職時の届出制度 ～離職される看護職の皆様へ届出のお願い～
　「看護師等人材確保の促進に関する法律」の改正により、離職時等に保健師・助産師・看護師・准看護師の免許保持者がナー
スセンターへ自身の情報を届出することが努力義務となりました。

●看護管理者の方は、退職する看護職員に看護師等の届出制度「とどけるん」の登録をお勧めください。
　「とどけるん」は、個人でインターネットを経由した届出をすることを原則としています。届出をした後は、離職した看
護職が「またいつか働きたい！」をナースセンターがサポートします。届出内容に変更がある場合はナースセンターにご連
絡をお願いします。登録は「とどけるん」で検索または下記QRコードから。

◇病院等を離職する看護職
（病院等とは、病院、診療所、助産所、訪問看護事業所、介護老人保健施設が含まれます）
◇保健師、助産師、看護師、准看護師の業に従事しなくなった場合
◇免許取得後、ただちに就業しない場合
◇看護職の資格をおもちで看護職以外の仕事に就いている方

【お問合せ先】
新潟県ナースセンター
TEL：025-233-6011
E-mail：niigata@nurse-center.net

届  出  対  象  者

【新潟県の届出状況】（2015年10月1日～2021年8月31日）

登録方法

人数

個人登録

1,023

施設からの代行

858

ナースセンターでの代理

1,374

合計

3,255



鉄板焼きレストラン

大パノラマを眼下に
厳選素材の鉄板焼きを

贅沢に味わう至福のひととき。
TEL：025－245－1129

通常年会費
11,000円（税込）を

2,750円（税込）

通常年会費
12,100円（税込）を

3,300円（税込）

新潟県看護協会会員の皆さまへお得なご案内

〈対象店舗〉 新潟グランドホテル館内レストラン及び、メディアシップ19階フレンチ鉄板静香庵、フレンチ鉄板静香庵 別邸涵養荘

お会計の際、会員カードをご提示いただくと…５％OFF

フランス料理レストラン

信濃川、万代橋、柳都大橋と
新潟市の絶景を眺めながら
フランス料理をご堪能下さい。
TEL：025－228－6170

日本料理レストラン

単品から高級懐石料理まで、
日本料理ならではの繊細さは、

こだわりの板前が自信をもって提供します。
TEL：025－228－6171

中国料理レストラン

本格広東料理の店、慶楽。
型にはまらず、独創性豊かな

料理長が作り出す料理は芸術そのもの。
慶楽特別料理をご堪能下さい。
TEL：025－228－6172

鉄板焼きレストラン

旧新潟県副知事公舎の
歴史ある邸宅をリノベーションし、
日本庭園を臨む鉄板カウンターで

贅沢なひと時をお過ごしいただけます。
TEL：025－211－7703

〒951-8052
新潟市中央区下大川前通3ノ町2230番地
TEL : 025-228-6111（代）
Eメール : info@ni-grand.co.jp

考古堂書店

https://www.niigata-kango.com/

※どちらのカードも、年会費
割引率は2年目以降も同じ
です。家族会員の年費は、
1,100円（税込）です。

2021.08.5926

お電話・メールの方は下記内容のご連絡をお願い申し上げます。
①氏名（フリガナ）②住所③電話番号④所属団体名（新潟県看護協会）⑤団体コード（50205）

（家族会員様は1,000円、本会員・家族会員同時ご入会の場合は3,000円）

※キャッシュバックは原則として、初回年会費請求月またはその翌月にいたします。ご利用代
金明細書にて確認ください。更に、ご利用金額に応じて最大20,000円相当のポイントを
プレゼント ！ 詳しくは貴会HP内のご案内でご確認ください。本キャンペーンは、天変地変
の影響により実施困難になった場合など、予告なく変更または終了することがございます。


